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先
の
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で

は
、
市
民
の
「
市
政
を
変
え
た

い
」
と
い
う
願
い
を
受
け
て
新

し
い
市
長
が
誕
生
。
日
本
共
産

党
の
４
人
の
市
議
団
は
、
選
挙

中
に
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
願
い

実
現
の
た
め
、
税
金
の
使
い
方

の
切
り
か
え
を
と
具
体
的
に
提

案
し
て
全
力
を
つ
く
し
て
い
ま

す
。

　

井
崎
新
市
長
は
、「
財
政
が

き
び
し
い
。
財
政
再
建
が
第
一

の
仕
事
」
と
言
い
な
が
ら
、
財

政
危
機
の
根
本
原
因
＝
市
長
の

選
挙
公
約
で
も
あ
っ
た
「
巨
大

開
発
の
見
直
し
」
に
は
言
及
せ

ず
、
常
磐
新
線
沿
線
巨
大
開
発

を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
継

承
す
る
と
表
明
。
住
基
ネ
ッ
ト

も
、
公
約
と
は
異
な
り
「
接
続

の
継
続
」
の
方
向
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。

　

財
政
再
建
の
た
め
に
は
行
財

政
改
革
の
徹
底
が
必
要
で
、「
す

べ
て
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
政

が
や
る
の
は
不
可
能
。
民
間
活

力
導
入
を
積
極
的
に
す
す
め
る
」

と
述
べ
、
日
本
共
産
党
が
要
求

し
た
市
民
の
願
い
に
対
し
て
、「
全

部
で
一
〇
億
円
も
か
か
り
到
底

無
理
」
と
退
け
ま
し
た
。

　

い
ま
「
巨
大
開
発
を
見
直
し
、

福
祉
・
く
ら
し
・
教
育
第
一
に
」

が
市
民
の
ね
が
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
日
本
共
産
党
は
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
願
い
に
こ

た
え
、「
市
民
が
主
人
公
」
の

市
政
実
現
の
た
め
に
が
ん
ば
り

ま
す
。

　

イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
を
派
遣
す

る
イ
ラ
ク
派
兵
法
を
、
自
民
・
公

明
な
ど
が
、
短
期
間
の
国
会
審

議
で
強
引
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

大
量
破
壊
兵
器
の
口
実
も
失

わ
れ
、
ウ
ソ
で
固
め
た
ア
メ
リ

カ
の
侵
略
戦
争
を
支
持
し
、
尻

拭
い
に
走
る
小
泉
内
閣
は
、
イ

ラ
ク
の
人
々
に
銃
口
を
向
け
よ

と
言
う
の
で
す
。
憲
法
違
反
の

イ
ラ
ク
派
兵
法
は
絶
対
許
せ
ま

せ
ん
。

　

六
月
議
会
で
市
長
は
、「
憲

法
前
文
と
九
条
の
改
正
を
」
と

発
言
し
ま
し
た
。
憲
法
九
九
条

は
議
員
・
首
長
な
ど
公
務
員
に

対
し
て
「
憲
法
尊
重
擁
護
」
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
憲
法
違

反
の
改
憲
発
言
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

自
衛
隊
を
初
め
て
海
外
に
派
兵

自
衛
隊
を
初
め
て
海
外
に
派
兵

と
ん
で
も
な
い

市
長
の
改
憲
発
言

イ
ラ
ク
派
兵
法
反
対
！

日
本
共
産
党

政治でも市民道徳でも、みなさんの
信頼が得られるよう力をつくします。
政治でも市民道徳でも、みなさんの
信頼が得られるよう力をつくします。

　筆坂前参院議員のセクハラ問題は、日本共産党として本当に申し訳ないことだ
と考えています。セクハラは、女性の尊厳と人格をふみにじる人権侵害です。次
の二つの原則にたって対処してきたことをご理解いただきたいと思います。

筆坂議員辞職筆坂議員辞職

　１つは、社会的道議、市民道
徳を重視して対応してきたこと
です。それは日本共産党の規約
にも明記しています。訴えが寄
せられたときに、あいまいにせ
ず事実関係を調査し、中央委員
から罷免、議員辞職という処置
を決め、自ら公表しました。

　もう１つは、公表するにあた
っては、被害を受けた女性の人
権とプライバシーを守ることを
何より重視したことです。細部
にわたる事実の公表は、被害を
受けた女性の特定につながり、
重ねて精神的苦痛を与えること
になりかねません。

　「小児救急医療の充実は市民みんなが願っているのに、意見
書を否決した議員は何を考えているのか」──こんな怒りが、
議会を傍聴した市民からあがっています。
　日本共産党は、「教育基本法を守って」「30人学級実現を」の
市民の願いにこたえてがんばりました。

共産党

小児救急医療制度の充
実・強化を求める意見書

30人学級
（5299筆）請願

小児救急医療制度
充実の意見書

30人学級
（5299筆）請願

小児救急医療制度
充実の意見書

自民・保守派公明、社民など
市民の切実な願いに背を向ける市民の切実な願いに背を向ける市民の切実な願いに背を向ける

30人学級の実現を
求める請願

教育基本法の『改正』に
反対する請願

社民・市民連合新志会公明党創成会新世会
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日本共産党日本共産党

こ
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
ま
す

いまこそ福祉を守る流山市へいまこそ福祉を守る流山市へいまこそ福祉を守る流山市へ
「市政を変えたい」が市民の願い

「
国
保
・
介
護
の
負
担
減
ら
し
て
」「
６
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化
を
」
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「
国
保
証
を
取
り
上
げ
ら
れ

て
病
院
に
行
け
な
い
」「
負
担

が
た
い
へ
ん
」
と
い
う
声
に
こ

た
え
、
日
本
共
産
党
は
署
名
活

動
を
行
い
、
議
会
で
も
取
り
上

げ
て
、
保
険
料
引
き
下
げ
や
国

保
証
取
り
上
げ
の
中
止
を
求
め

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
市
長
は
、「
財
政

が
き
び
し
い
」「
東
葛
地
域
の
中

で
決
し
て
高
く
な
い
」
と
市
民

の
願
い
に
背
を
向
け
ま
し
た
。

市
民
の
く
ら
し
の
実
態
に
目
を

向
け
よ
う
と
し
な
い
よ
う
で
は
、

自
治
体
の
つ
と
め
は
果
た
せ
ま

せ
ん
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
が
年
々
増

え
続
け
、
子
ど
も
も
親
も
心
を

痛
め
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
一
人
ひ
と
り

の
児
童
・
生
徒
に
先
生
の
手
が
届

く
少
人
数
学
級
は
、
多
く
の
市

民
の
願
い
で
す
。
六
月
議
会
に

も
五
〇
〇
〇
を
こ
す
署
名
を
そ

え
て
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
教
育
条

件
の
整
備
は
教
育
行
政
の
役
割
、

教
育
委
員
会
も
小
学
校
低
年
齢

の
少
人
数
学
級
が
必
要
と
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
予
算
編
成
権

を
も
つ
市
長
の
基
本
姿
勢
が
カ

ギ
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、「
四
五
〇
〇

万
円
か
か
る
。
財
政
が
厳
し
い

中
で
は
実
現
で
き
な
い
」
と
否

定
的
な
答
弁
が
…
子
ど
も
に
冷

た
い
姿
勢
が
浮
き
彫
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

少
子
化
が
深
刻
化
し
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
乳
幼
児
医
療
費
無

料
化
制
度
を
六
歳
ま
で
拡
充
す

る
流
れ
が
、
全
国
的
に
急
速
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
実
態
調
査
や
市
議
団
が

実
施
し
た
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
子
ど
も
の
医
療
費
が
た
い
へ
ん
」

「
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

「
制
度
拡
充
は
待
っ
た
な
し
。
現

制
度
に
約
一
億
三
千
万
円
プ
ラ
ス

す
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
」
と
迫

り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、『
危
機
的
財
政
』

を
理
由
に
「
実
施
困
難
」
と
、

こ
こ
で
も
子
ど
も
に
冷
た
い
姿

勢
で
し
た
。

　
「
西
口
東
口
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
早
く
つ
け
て
」、「
西
口

駐
輪
場
の
整
備
を
」。
市
議
団

が
実
施
し
た
駅
ア
ン
ケ
ー
ト
に

数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
声
で
す
。

　

こ
の
間
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
設
置
に
対
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
も

柏
市
も
「
平
成
一
七
年
度
に
実

施
し
た
い
」
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
住
民
の
願
い
実
現
に
、

市
と
し
て
ど
う
す
る
の
か
」
質

問
し
ま
し
た
。

　

市
は
、「
柏
市
と
連
携
し
て
、

Ｊ
Ｒ
や
国
土
交
通
省
に
要
請
し

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。
駐
輪

場
に
つ
い
て
は
「
柏
市
と
連
携

し
て
整
備
に
努
力
す
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

　

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
後
は
じ
め
て
の
流
山
市
六
月
議
会
。
日
本
共
産
党
は
、
国
保
料
の
引
き

下
げ
、
六
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
三
〇
人
学
級
実
現
な
ど
（
あ
わ
せ
て
五
億
円
で
実
現
可

能
）
切
実
な
市
民
要
求
の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。
九
億
円
の
入
浴
施
設
へ
の
批
判
が
高
ま
る

中
、
新
市
長
が
ど
の
立
場
に
立
つ
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

身
近
な
要
求
実
現

江
戸
川
台
日
光
屋
前
の
踏
切

拡
幅
、実
態
調
査
を
約
束

高
野　

と
も

南
流
山
駅
ホ
ー
ム
の
屋
根

の
延
長
を
市
が
要
請

い
ぬ
い
紳
一
郎

守
谷
県
道
に
道
路
照
明
が

つ
き
ま
し
た小

田
桐
た
か
し

野
々
下
福
祉
会
館
の

フ
ェ
ン
ス
改
修
が
終
了

安
西　

孝
之

　

４
月
の
選
挙
で
「
何
故

９
億
円
の
入
浴
施
設
な
の

か
」
と
、
市
民
の

批
判
が
寄
せ
ら
れ

た
地
域
融
和
施
設
。

市
長
は
就
任
早
々

の
記
者
会
見
で
見

直
し
を
表
明
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
議
会
で
は

こ
の
問
題
が
焦
点

の
ひ
と
つ
に
。
前

市
長
の
与
党
会
派
が
、「
な

ぜ
見
直
す
の
か
」
と
市
長

に
詰
め
寄
る
中
で
、
日
本

共
産
党
は
、「
市
政
を
変

え
る
」
と
訴
え
て

市
長
に
な
っ
た
以
上
、

前
市
長
が
す
す
め

た
計
画
の
見
直
し

は
当
然
。
削
ら
れ

た
福
祉
・
市
民
サ

ー
ビ
ス
と
比
べ
て
も
、

９
億
円
の
ム
ダ
使

い
は
許
さ
れ
な
い

と
、
選
挙
で
示
さ

れ
た
民
意
に
従
い
計
画
見

直
し
を
も
と
め
ま
し
た
。

9億円の入浴施設
は見直しを

9億円の入浴施設
は見直しを

三
〇
人
学
級
実
現
で
ど
の
子
も

大
切
に
さ
れ
る
学
校
教
育
を

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

国
保
料
引
き
下
げ
と

保
険
証
取
り
上
げ
中
止
を

高
野
と
も
議
員

南
柏
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
を

「
柏
市
と
連
携
し
て
い
く
」と
答
弁

安
西
孝
之
議
員

６
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

小
田
桐
た
か
し
議
員

公約実現でがんばります！公約実現でがんばります！公約実現でがんばります！日本共産党の
新しい４議席

国保、乳幼児医療、30人学級、住みよいまちづくりへ国保、乳幼児医療、30人学級、住みよいまちづくりへ




